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   本単元で目指す児童の姿  

本単元で目指す

児童の姿 

 表現運動について，いろいろ

な題材からそれらの主な特徴を

捉え，表したい感じをひと流れ

の動きで即興的に踊ったり，自

己やグル－プの課題の解決に向

けて動きを工夫しながら簡単な

ひとまとまりの動きにして踊っ

たりする。 

育成を目指す 

資質・能力 

知識及び技能 

 いろいろな題材からそれらの主な特徴を捉え，表したい感じ

をひと流れの動きで即興的に踊ったり，簡単なひとまとまりの

動きにして踊ったりすることができるようにする。 

思考力，判断力，

表現力等 

自己やグループの課題の解決に向けて，表したい内容や踊りの

特徴を捉えた練習や発表・交流の仕方を工夫するとともに，自己

や仲間の考えたことを他者に伝えることができるようにする。 

学びに向かう力，

人間性等 

運動に積極的に取り組み，互いのよさを認め合って踊ったり，

場の安全に気を配ったりすることができるようにする。 

       課題発見・解決学習の過程 

 

 

              

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自分の考えた表現運動を振り返ろう。表したい題材が伝わるよ
うに動くことができたかな。 

運動会のような，ひとまとまりの

表現を自分たちで考えよう。 

情
報
の
収
集
と
整
理
・
分
析 

 

 パフォーマンス課題 

 運動会では，５・６年生で素晴ら

しい団体表現を披露することができ

ました。でも，運動会では先生が表

現運動の構成を考えました。今度は，

表現運動の達人を目指して，自分た

ちでひとまとまりの表現運動を考え

て友達や家族に紹介しよう。 

ま
と
め
・
創
造
・
表
現 

振
り
返
り 

実
行 

タブレットでグループの動きを撮影→動

きの確認→よりよい表現をつくるための話

合い→新たな表現の創造という「思考と試

行の往還」を行う。 

自分事として考えられるように，単元のゴー

ルとしてグループで考えた表現を友達や家族に

見てもらい，運動会の集団表現と比べて感想を

言ってもらうというパフォーマンス課題を設定

する。 

 

友達と協力しながら，ひとまとまりの表現運動を作ってみた

いな。動きを工夫するためのポイントを見付けて，よりよい表現

運動を作り，友達や家族に紹介するにはどうしたらよいだろう。 

塩谷・日之浦方面 

日之浦→塩谷 

単元構成（思考のプロセス） 

ルーブリック（見直し・改善） 

主体的・対話的で深い学びのための指導のポイント 

 運動会の集団表現を振り返り，どんなことに

気を付けて演技したか考えさせることで，運動

のポイントの手がかりにする。振り返りやすい

ように運動会の５・６年生の団体表現の映像を

見せる。 

体育科 第５学年１組  単元名 安浦小表現ワールド～みんなで目指す表現運動の達人！～                指導者 大礒 勇樹 

○ 速さと道のり

が分かったから，

かかる時間を求

めたいな。 

 （時間の求め方） 

○ 道のりが分らな

い箇所がある。か

かる時間と速さは

分かっているか

ら，道のりを求め

てみたいな。 

（道のりの求め方） 

 

尺度 激しい感じの世界を表現した動き 

３ 
「激しい動きの世界」を即興的に表現したり，「体の動かし方」「リズム」「仲間との関わり方」「空間」

を工夫したりして，「はじめ‐なか‐おわり」のひとまとまりの表現で表すことができる。 

２ 
「激しい動きの世界」を即興的に表現したり，「はじめ－なか－おわり」のひとまとまりの表現にして

表すことができる。 

１ 「激しい動きの世界」を即興的に表現したり，ひと流れの表現にして表すことができる。 

 

友達の良かった動きについて付箋を用いなが

ら「今日のキラリ」として伝え合うようにし，

意欲的な学びにつながるようにする。 

自分たちで「激しい動きの世界」の題材

を設定することで，主体的に学習に取り組

めるようにする。 

お互いの表現の良い所やアドバイスを兄弟

班や全体で伝え合わせ，比較しながら共通点

を考えさせていくことで，よりよい表現のポ

イントをまとめていく。 

５ ３ 

４ 

自分の身近な人に紹介することで主体的

に取り組めるようにする。 

パフォーマンス課題の設定 

「激しい動きの世界」をテーマにしたいろいろな題材を個人や

ペア，グループで即興的に表現しながら，グループの課題解決

に向けて話し合いながらよりよく表す。 

課
題
の
設
定 

自分たちで設定した「激しい感じの世界」の題材について，よりよ

い表現にしていくための４つの工夫のポイントを意識しながら「は

じめ－なか－おわり」のひとまとまりの表現を考える。 

運動会の映像を見て，課題についての見通しをもつ。 

２ 

１ 

 これまでの学習をもとにして自分が考えたひとまとまりの表現
運動を他の学級の友達や家族に紹介して感想を言ってもらいたい
な。 

 

自分たちのオリジナルの表現運動

を作るために必要なことやポイン

トを学ぼう。 

 

動きに腰のひねりを

入れてみよう。 

（体の動かし方） 

２人一緒の動きをし

てみよう。 

（仲間との関わり方） 

 

動きのリズムを

変えてみよう。

（リズム） 

 

自分たちで考えたひとまとまりの表現を他の学級の友達や家族に紹介する。 

 

「スポーツの対決」

を表現してみよう。 

 

「急に〇〇する」を

表現してみよう。 

 

「自然の激しさ」を

表現してみよう。 

 

「激しい動きの世界」をテーマにしたいろいろな題材を個人や

ペア，グループで即興的に表現して，よりよい表現にするため

の工夫のポイントを整理する。 

「激しい感じの世界」について「はじめ－なか－おわり」のひとま
とまりの表現を考えよう。 

 

場所を移動し

ながら踊ろう 

（空間） 

 


